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Ⅰ 調査の概要
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Ⅰ 調査の概要

1．調査の目的

第2次宇城市総合計画の達成状況や今後のまちづくりに対する意見を市民から聴取し、これから市が目指す将来像
やそれを達成するための基本目標の検討の基礎資料とするためにアンケート調査を実施しました。

2．調査の方法

（1）調査対象 住民基本台帳から無作為に抽出した、令和6年1月1日現在18歳以上の市民のうち3,000人

（2）調査期間 令和6年2月3日（土）～令和6年3月10日（日） ※当初予定から10日間延長

（3）調査方法 ウェブ回答フォームのURL及び二次元コードを記載した依頼はがきを郵送し、原則ウェブにより回答。
一部紙面での回答を希望された方には別途紙調査票を郵送。

3．回収状況

発送数 有効配布数 有効回収数 有効回収率 参考_ウェブ回答数 参考_紙回答数

3,000 2,978 761 25.6% 633 128

4．調査項目

1．あなた（回答者）のことについて
3．市が取り組んでいるまちづくりについて
5．結婚・子育てについて

2．宇城市での暮らしについて
4．これからの宇城市のまちづくりについて
6．宇城市の将来について（自由意見）

5．その他

（2）比率はすべてN又はｎを100%とする百分率で表し、小数点第2位以下を四捨五入して算出しているため、比率
の合計が100.0%にならない場合があります。

（3）選択肢の複数選択が可能な設問の場合、その比率の合計は原則として100.0%を超えます。

（4）グラフや表中の回答選択肢や回答の小さい比率は、短縮・省略して表記している場合があります。

（1）全体の回答者数をN、該当質問の各項目の回答者数をｎとして表記しています。
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Ⅱ 調査の結果
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Ⅱ 調査の結果

1．あなた（回答者）のことについて

4

1-1.あなたの性別を教えてください。 1-2.あなたの年齢を教えてください。

N=761 N=761

回答者の性別は、男性より女性の割合が高くなっている。 回答者の年齢は、60歳代の割合が最も多い。



Ⅱ 調査の結果
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性別・年齢別回答割合 年齢別・性別回答数

(n=317)

(n=435)

(n=9)

(n=11)

(n=78)

(n=132)

(n=130)

(n=163)

(n=134)

(n=53)

(n=5)

(n=55)

1．あなた（回答者）のことについて



Ⅱ 調査の結果

1-3.お住いの校区を教えてください。 町別回答割合

回答者の居住校区は、松橋小学校区の割合が最も高く、次いで
不知火小学校区、当尾小学校区と続いている。

回答者の居住地区は、松橋町の割合が48.0%で最も高い。割合
の内訳は、宇城市全体の18歳以上町別人口の割合と同程度と
なっている。

1．あなた（回答者）のことについて

N=761 N=761
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Ⅱ 調査の結果

校区別・年齢別回答割合 町別・年齢別回答数

(n=67)

(n=46)

(n=365)

(n=20)

(n=166)

(n=55)

(n=106)

(n=2)

(n=106)
(n=114)

(n=105)

(n=96)

(n=46)

(n=24)

(n=91)

(n=35)

(n=15)

(n=55)

(n=8)

1．あなた（回答者）のことについて
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Ⅱ 調査の結果

1-4.あなたと同居されている家族の構成を教えて
ください。

同居家族に次に当てはまる方はいますか？
（当てはまるものすべてに複数回答）

N=761

(n=75)

(n=339)

(n=130)

(n=217)

(n=76)

(n=206)

(n=6)

回答者の家族構成は、2世帯同居（親[あなた]と子）の割合が
31.4%で最も高く、次いで、配偶者（パートナー）と2人暮らし、
2世代同居（親と子[あなた]）と続いている。

1．あなた（回答者）のことについて
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Ⅱ 調査の結果

1-5.あなたの職業を教えてください。 1-6.あなたの通勤・通学先はどちらですか？

N=761 N=536

回答者の職業は、正規の職員・従業員の割合が23.3%で最も高
く、次いで、無職、パート・アルバイト等と続いている。

家事専業・無職以外の回答者の通勤・通学先は、自宅以外の宇
城市内が42.5%で最も高く、自宅と合わせると宇城市内が5割を
超える。

1．あなた（回答者）のことについて
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Ⅱ 調査の結果

通勤・通学先への主な交通手段を教えてください。

N=460

通勤・通学先への主な交通手段は、自家用車の割合が最も高く、
82.8%となっている。

1．あなた（回答者）のことについて
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Ⅱ 調査の結果

2-1.宇城市に住んで通算何年になりますか？ 2-1.町別割合

N=761

(n=67)

(n=365)

(n=166)

(n=55)

(n=2)

(n=106)

回答者の通算居住年数は、20年以上の割合が72.0%で最も高く、
3年未満の割合は5.8%となっている。

通算居住年数が3年未満の回答者割合は、不知火町が最も多く
なっている。

2．宇城市での暮らしについて
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2-2.宇城市での居住状況を教えてください。 2-2.性別割合

N=761

2-2.町別割合

(n=317)

(n=435)

(n=9)

(n=67)

(n=365)

(n=166)

(n=55)

(n=2)

(n=106)

回答者の宇城市での居住状況は、宇城市外出身で、移り住んだ
人の割合が最も高く、43.8%となっている。

性別で居住状況をみると、女性の方が宇城市外出身で移り住んだ
割合が高い。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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宇城市に戻ってくる（移り住む）前の居住地 その他の熊本県内、熊本県外の内訳

N=530

宇城市に戻ってきた（移り住んだ）回答者の前居住地
は、熊本市の割合が27.7%で、熊本県内の中では最も高
くなっている。

その他の熊本県内では、上天草市が最も多く、熊本県外では福岡県が最も
多い。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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宇城市に戻ってきた（移り住んだ）主な理由 宇城市に戻ってきた（移り住んだ）主な理由_性別割合

N=530

(n=51)

(n=28)

(n=14)

(n=37)

(n=49)

(n=132)

(n=19)

(n=19)

(n=6)

(n=70)

(n=40)

(n=28)

(n=28)

(n=9)

【その他の回答】
一人暮らしできなくなったから/親の都合で連れ戻された/転勤/実家に帰った/勤務先の借り上げ
住宅が宇城市にあったため/通っている福祉施設があったため/子供の通う福祉施設があったため
/兄弟より求められたから/子育てを始めるにあたって、何か起こったとき、まったく頼れる身内
がいなかったため/親が自宅を購入したため/老人ホームが見つかったから/母親の実家近くに住
むことになったため/障碍者支援施設入所のため/介護を受けるため/子供が養護園に入るため/母
のふるさとだったため/夫の転勤/戦争のため親の里に帰った/熊本地震

宇城市に戻ってきた（移り住んだ）主な理由は、結婚・離婚のため
が最も多い。

性別でみると、自身の仕事関連では男性の回答割合が高く、家
族の仕事上の都合や結婚・離婚のためと回答した割合は女性の
方が高くなっている。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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2-3.あなたにとって、宇城市は住みやすいと感じ
ますか？

2-3. 性別割合

2-3. 年齢別割合

N=761

(n=317)

(n=435)

(n=9)

(n=11)

(n=55)

(n=78)

(n=132)

(n=130)

(n=163)

(n=134)

(n=53)

(n=5)

宇城市の住みやすさは、やや住みやすいの割合が42.0%で最
も高く、次いで、とても住みやすいが29.3%となっており、
「住みやすい」と回答した割合が7割を超えている。

「住みやすい」と回答した割合は、男性より女性が高くなっており、
男性はやや住みにくいと回答した割合が女性と比べて高くなっている。
年齢別では、30歳代で「住みやすい」と回答した割合が高い。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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2-4.宇城市のどのようなところに「住みやすさ」を感じますか？（3位までの順位回答）

N=761

【その他の回答】
熊本市内に比較的近いところ/図書館の利用のしやすさ/車で移動する生活には丁
度いい場所、高速ICまで近い/実家に近い/一軒家でペットが飼える/車を保持し
ていない/地政学的に熊本市に近く、八代方面にも、天草方面にも、上益城方面
にも繋がる位置にあること/実家があったから/親の家と近い/市役所が木曜日は
遅くまで開いている/職場に近かった/野菜類が手頃な価格（農村地帯のため）

「住みやすさ」を感じているところとして、自然環境が豊かで
あることへの回答が最も多く、次いで、買い物など日常生活に
便利である、犯罪・交通事故が少なく治安が良い、近所づきあ
い・人間関係が良いが続いている。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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2-5.宇城市のどのようなところに「住みにくさ」を感じますか？（3位までの順位回答）

N=761

【その他の回答】
ゴミ出し、水道の水質(飲料とは思えない)/上下水道料金が高い/必要な時にタク
シーを呼んでも来ない/免許返納後の移動に関する不安が大きい/市内から遠い/ゴ
ミの収集。不燃物や資源ごみを持っていってくれない/もう少し飲食店あるとい
いと思う/希望の保育園に入りにくい/介護保険料が他市と違って65歳過ぎても支
払わなくてはいけないし、保険料が高い!/知人以外には親切でない、地元の人/個
人的には、不知火図書館は以前のままが良かった/熊本市内のような雰囲気のい
い飲食店や店がすくない/区役の多さ、欠席時の2,000円の罰金/子供が遊べる公園
が少ない/部落の行事が多い/特別に住みにくいとは、思っていません。住みやす
い、住みにくいはそれぞれの個人の気持ちの持ち様だと思います。/県北に比べ
県南は活気がなく、宇城市も県南に埋もれている感がある。全国に誇れる伝統文
化がない。/携帯電話やテレビのアンテナが悪い/燃えるゴミ以外のゴミが出しづ
らい/道がデコボコしている/子ども医療費が小学生からお金がかかる/放課後デイ
サービスがフルで15日しか使えない/公園がどこも古すぎる/福祉サービスについ
ては良くも悪くもという感じ/災害時のペットの避難サポートが無い/交通渋滞・
子どもが遊ぶ広い公園が無い/スポーツ施設が少ない/何もかも高め/缶瓶、ペット
ボトルも一般ゴミ同様に地区ごとに曜日を決めて回収車で回収して欲しい/特に
不満はないが、逆に市の魅力を引き出していない/災害時の避難所が少ない/イノ
シシがいる/運転免許返納後の買物、病院通院に不自由/税金、社会保険料が高い/
老人の医療費が高い/子供にばっかり目がいっている

「住みにくさ」を感じているところとして、公共交通の便が
悪いへの回答が最も多く、次いで、買い物など日常生活に不
便である、感じるところはないが続いており、約19%が住み
にくさを感じるところはないと回答している。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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2-4.宇城市のどのようなところに「住みやすさ」を感じますか？（3位までの順位回答）

＜単純総計＞ ＜重み付け有＞ 最も近いを3点、2番目に近いを2点、3番目に近いを1点として集計

N=761

回答数に重み付けをしてみると、単純総計と順位はほとんど変わらないが、医療体制が充実していると子育てがしやすいでは、子育てがしやすい
の方が最も「住みやすい」と感じるとの回答が多かったことから順位が逆転している。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて
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＜単純総計＞ ＜重み付け有＞ 最も近いを3点、2番目に近いを2点、3番目に近いを1点として集計

N=761

回答数に重み付けをしてみると、単純総計より医療体制が充実していないや道路環境が整備されていないの順位が上がっている。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて

2-5.宇城市のどのようなところに「住みにくさ」を感じますか？（3位までの順位回答）
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2-6. 性別割合

2-6. 年齢別割合

N=761

(n=317)

(n=435)

(n=9)

(n=11)

(n=55)

(n=78)

(n=132)

(n=130)

(n=163)

(n=134)

(n=53)

(n=5)

宇城市への愛着度は、やや愛着を感じると回答した割合が
45.3%でもっと高く、とても愛着を感じると合わせた「愛着を
感じる」が7割を超え、「愛着を感じない」と回答した割合は1
割未満となっている。

とても愛着を感じると回答した割合は、男性が女性より高くなってい
るが、「愛着を感じる」と回答した割合は女性の方が高い。
年齢別では、20歳代～70歳代で「愛着を感じる」と約7割が回答して
いるが、20歳代と40歳代はとても愛着を感じると回答した割合が低い。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて

2-6.あなたは、宇城市に対して愛着を感じますか？
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2-7. 年齢別割合

(n=317)

(n=435)

(n=9)

(n=11)

(n=55)

(n=78)

(n=132)

(n=130)

(n=163)

(n=134)

(n=53)

(n=5)

N=761

宇城市での今後の居住意向は、ずっと住み続けたいと回答した
割合が48.4%でもっと高く、当分は住み続けたいと合わせた
「住み続けたい」が8割を超え、「移り住みたい」と回答した割
合は10.2%となっている。

「住み続けたい」と回答した割合は、男性が女性より高くなっており、
「移り住みたい」の割合が女性の方が高くなっている。
年齢別では、年代が高くなるにつれずっと住み続けたいの割合が高く
なっている。

Ⅱ 調査の結果

2．宇城市での暮らしについて

2-7. 性別割合2-7.あなたは、これからも宇城市に住み続けたいと
思いますか？
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3-2. 宇城市のまちづくりに貢献していると評価できると
思う施策を上位5つまで教えてください。

N=761

N=761

将来都市像の実現度については、少しずつ近づいていると回答した
割合が47.4%で最も高くなっている。続いてわからないの回答が
34.6%と高い。

Ⅱ 調査の結果

3．市が取り組んでいるまちづくりについて

3-1. 『ちょうどいい！住みやすさを実感できる都市
（まち）・宇城』を現在の宇城市はどの程度実現で
きていると思いますか？

評価できると思う施策は、市民に親しまれる図書館への回答が最
も多く、全体の回答数を見ると「育てる」分野への回答が多く
なっている。

22



＜単純総計＞ ＜重み付け有＞ 1位:5点、2位:4点、3位:3点、4位:2点、5位:1点として集計

N=761

回答数に重み付けをしてみると、確かな学力を育成する教育の推進と社会教育環境の充実が5つ順位を上げている。「育てる」まちづくりと「住み
続ける」まちづくりの施策が上位に多くなっている。

Ⅱ 調査の結果

3．市が取り組んでいるまちづくりについて

3-2.「第2次宇城市総合計画」に基づき市が取り組んでいる施策1～30のうち、宇城市のまちづくりに貢献していると評
価できると思う施策を上位5つまで教えてください。（5位までの順位回答）
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N=761

N=761

【その他の回答】
人口はいわゆる霞ヶ関の方針に準じるだけで、数字だけではわからない為市町村の課題で
はないし市町村に責任はない/選べない/他の市の様な（のりあい）タクシー200円とか
あったらいいなあ。

将来予測人口に対する市の対応への回答は、人口減少幅は最小限に
とどめると回答した割合が28.9%で最もが高く、次いで人口の増加
を目指すが続いている。

人口減少が与える影響への不安は、地域を支える担い手が不足す
るとの回答が最も多い。

Ⅱ 調査の結果

4．これからの宇城市のまちづくりについて

宇城市の人口減少が与える影響について、あなたはどのよ
うなことに不安を感じますか？（３つまでの複数回答）

4-1. 将来予測されている人口の状況に対して、
宇城市はどのように対応すべきだと考えますか？
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N=761

【その他の回答】
回覧板のデジタル化/窓口に行かなくても画面で相談がで
きる電子窓口の設置/わからない/セキュリティー機能を向
上させる目的以上のデジタル化を急ぐ必要はない/選挙の
オンライン化/全部実現して欲しい/なんでもデジタル化に
なると高齢になったとき、何歳まで対応できるかが不安/
高齢者が取り残されないようなデジタル化/私の年代では
デジタル化になってもわかりません/パソコンが出来ずデ
ジタル化についていけないのが心配

デジタル化に期待することは、インターネットによる届出・申請により窓口に出向くことが不要になるサービスへの回答が最も多く、
次いで、窓口で申請書を書かなくても良い窓口サービス、無料Wi-Fiの整備が続いている。

01_インターネットによる届出・申請により、窓口に出向くことが不要になるサービス

05_ChatGPTなどの生成AIの活用によりいつでも簡単に必要な情報が入手可能になるサービス

Ⅱ 調査の結果

4．これからの宇城市のまちづくりについて

4-2.今後、宇城市のデジタル化についてあなたが期待することを教えてください。（3つまでの複数回答）
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N=761

【その他の回答】
大型企業誘致/企業誘致（税制優遇対策）/障害者
への生涯を通じた必要な支援の実施/高校生を地
元に残す取組/フルタイム共働きの世代に対応し
た地域づくり（平日早朝の分別ゴミ出しや平日日
中の各種講座等は参加したくてもできない、平日
日中以外に開いてる医療機関がもう少しあってほ
しい等）/子どもを軽視する社会に未来はないと
思う/減税/わからない/別にかんがえがない

これからまちづくりを進めていくうえで必要な取り組みは、子育てにおける経済的負担軽減への回答が突出して多く、次いで、都市基盤
の整備、家族介護者を取り巻く課題への対応、生活利便施設と居住地の集約などとなっている。

Ⅱ 調査の結果

4．これからの宇城市のまちづくりについて

4-3.これから宇城市がまちづくりを進めていくうえで、どのような取り組みが必要であると考えますか？
（3つまでの複数回答）

26



5-1.あなたは、現在結婚していますか？ 今後の一生を通して考えた場合、あなたの結婚に対す
る考え方を教えてください。_死別または離別・結婚し
たことはない

N=761 N=233

回答者の結婚の状況は、結婚しているの割合が68.7%で最も高く、
結婚したことはないは17.0%となっている。

結婚している以外の回答者の今後の結婚に対する考え方は、
結婚するつもりはないの割合が54.1%で最も高くなっている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて
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N=627
【その他の回答】
以前は、働ける企業の数や業種が少
なく苦労した/親族、知人のいない
土地に住むこと/同居問題/相手の借
金/サラリーマン家庭から嫁いだの
で商売が出来るかの不安

結婚している・結婚したが、死別または離別している回答者が、結婚するうえで不安や問題を感じたことは、特になかったが最も多く、
次いで、自分の収入や貯金が少ない、相手の収入や貯金が少ない、自分の仕事が忙しすぎるが続いている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて

あなたが結婚するうえで、不安や問題を感じたことを教えてください。（3つまでの複数回答）
_結婚している・死別または離別

28



N=91
【その他の回答】
今後起こりうる自分、相手の親の介護問題

結婚したい・いずれ結婚するつもりの回答者が、今後結婚するうえで不安に感じていることは、収入や貯金が少ないが最も多く、次いで、自由や
気楽さを失いたくない、結婚したいと思える相手に巡り合えないが続いている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて

今後結婚するうえで、不安に感じていることを教えてください。（3つまでの複数回答）
_結婚したい・いずれするつもり
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N=126
【その他の回答】
質問の内容と回答に真実味が無い。

結婚するつもりはない回答者のその理由は、年齢上の理由が最も多く、次いで、自由や気楽さを失いたくない、離別・死別のため、結婚の必要性
を感じないが続いている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて

結婚するつもりはない理由を教えてください。（3つまでの複数回答） _結婚するつもりはない

30



N=761 N=761

理想とする子どもの人数は、3人と回答した割合が45.5%で最も高く、次いで、2人が32.6%となっているが、実際に予定している子ども
の人数は、2人と回答した割合が36.3%で最も高く、3人の割合は21.4%と半分ほどとなっている。また、1人の割合は2.2%が9.2％、0人の
割合は6.6%が16.2%となっている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて

5-2.経済的・体力的な制約を考えず、あなたが理想と
する子どもの人数は何人ですか？

5-2.あなたが、実際に予定している最終的な子どもの
人数は何人ですか？
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N=761
【その他の回答】
子育て中すべての時期における経済的負担/小児科
が、三角町に無い/この質問は、子供が授からな
かった人に対しての選択肢、配慮が無いので不愉
快/自分を執拗にいじめる集団グループとのトラブ
ル/独身なので/わからない/全般的な経済面/子供
は成人している/子宮全摘した/経済的不安はない
が最初から2人との考えだった

理想とする数の子どもを考えたときの不安や問題への回答は、仕事と子育ての両立が難しいが最も多く。次いで、大学教育期間中の教育に関する
経済的負担が大きいが続いている。

Ⅱ 調査の結果

5．結婚・子育てについて

あなたが理想とする数の子どもを考えたとき、不安や問題となっている（なっていた）ことを教えてください。
（3つまでの複数回答）
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学校
教育

子育て
支援

生活
環境

健康
福祉

社会
福祉

産業
経済

都市
機能

行財政
改革

観光
物産

移住
定住

雇用
男女共同
参画

交流
文化

スポーツ
デジタル

化
その他

13 31 34 8 16 42 70 19 12 17 16 2 9 12 9 87

＜分野別件数＞

アンケート回答者のうち、自由意見として何らかの回答記述があった回答者数は250人であった。
記述内容を分野別に分類すると、以下のとおりの件数となった。
なお、1人で複数の分野にまたがって記述している内容については、それぞれの分野でカウントしている。

分野別では、都市機能分野への意見が最も多く、次いで、産業経済分野、生活環境分野、子育て支援分野と続いている。
意見内容としては、都市機能では公共交通や公園整備等に関する意見、産業経済で企業誘致に関する意見、生活環境ではゴミ収集に関す
る意見が多く寄せられている。

次ページから、各分野で寄せられた主な意見を掲載する（原文まま）。

Ⅱ 調査の結果

6．宇城市の将来について（自由意見）

6-1.宇城市の将来についてご意見などがございましたら、自由にご記入ください。
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学校教育
・未来を担うこどもの施策を充実させてほしい。質の高い保育や教育にしっかり投資して人を育てる街を希望します。
・教育環境を充実するための社会連携を強化してほしいです。子どもたちはもちろん、教師や保護者に向けた支援を行い、活気ある環境となる
ことを望みます。

子育て支援

・宇城市に限らず、親が子どもと安心して（お金の心配せず）過ごせるようにしてほしい。仕事をしないと収入が減る。でも、長く子どもと一
緒に過ごす時間も欲しい。こう考えるのは欲張りかな？
・若い人が結婚や子育てに喜びを感じる希望ある人生であってほしい。「町づくりは人づくり」まずは安心して出産出来る様に（支援を）サ
ポートしてあげて下さい。
・住みやすい宇城市を望みます。育児等など協力してまず子供が安心出来る家庭いつも愛情を持って接し不安を持たせない気持ちで親も子もこ
んな環境の宇城市をお願い致します。宇城市の将来の小さな一歩だと思います。

生活環境

・過度の開発を制限して、山林や農地を守ってほしい。
・市外から引っ越してきて唯一の不満はゴミを捨てる方法です。燃えるゴミ以外のゴミの捨て方を変えてほしいです。月に一回担当の班の住人
が集まって対応し、指定の1時間以内に分別ゴミを捨てるという方法は、時間が短すぎる、一回を逃すと2ヶ月ゴミがたまる（悪天候で開催不可
の場合も）、出張などがある住人や高齢者は参加できないなど様々な理由から、持続可能ではなく不便なので変えてほしいです。

健康福祉

・子供が遊ぶ場所がない事と、子供が病気になった時に、近くに医院がありません。子供やお年寄りが、住みやすい環境を充実させないと、人
は居なくなると思います。
・私は、ガンを患っています。働き世帯で子育てと治療など大変な事が多いです。子育てや高齢者の事などの対策を考えておられるようですが、
この様な病気の人の対策なども考えて頂きたいです。出来れば地域で暮らして行きたいので、金銭的や生活などを補助してもらえたらと思いま
す。
例えば、投薬により髪の毛が抜けてしまった人にウイッグの補助だったり、胸を取った人が楽になれる下着の補助、投薬で体調がすぐれず生活
が大変な人にお手伝いをするとかです。病気は、みんなかかるものだし、その中で少しでも助けになる政策があったら安心して住める町になる
と思います。もし、この様な政策があるのなら私は、知らないので啓発もお願いします。普段の生活を安心して住める町になれば人は、ずっー
と住むと思います。宜しくお願いします。

社会福祉

・人生最後まで、この市に住んでよかったと、思えるような環境であって欲しいです。高齢者、単身者が、市役所や買い物に行けるよう交通の
利便性、福祉環境の充実拡大をお願い致します。
・高齢者人口、介護状態の人口増加に対して、介護サービスがもっと柔軟に対応できるようになればと思います。まだまだ介護サービスの多様
性には欠けてると感じています。結婚が遅く、子育てしながら介護もしている状況で、２人目妊娠も諦めているのが悲しいです。よくばりかも
しれませんが、同じような状況でも対応できる宇城市になればと思います。

産業経済
・県内のほぼ中央部に位置する地勢的有利性を産業の振興やインバウンドの増加、移住定住の促進などに活かす政策が必要と思う。
・地域性の特性を活かして、企業誘致等を行い発展して欲しい。

都市機能

・我が家には60歳以上が4人いるので、いずれ免許返納した後の通院や買い物などの送迎が負担になると思ってます。定期的なシャトルバス的な
交通整備などを考えてほしいと思います
・子供を遊ばせる公園が少ないように思う。そしてそこまでの道の歩道の整備が追いついておらず、徒歩で行くには安全ではない。遊歩道的な
ものが増えると散歩しやすい。
・もう少し駅周りが発展しても良いような気がします。西側がさびしい感じがします。

Ⅱ 調査の結果

6．宇城市の将来について（自由意見）
＜主な内容＞

34



都市機能

・我が家には60歳以上が4人いるので、いずれ免許返納した後の通院や買い物などの送迎が負担になると思ってます。定期的なシャトルバス的な
交通整備などを考えてほしいと思います
・子供を遊ばせる公園が少ないように思う。そしてそこまでの道の歩道の整備が追いついておらず、徒歩で行くには安全ではない。遊歩道的な
ものが増えると散歩しやすい。
・もう少し駅周りが発展しても良いような気がします。西側がさびしい感じがします。

行財政改革

・水道代が高すぎる。遠くから水道を引いている費用代償は分かるが、いつまでも改善策を考えないと、今後、老朽化した水道ラインの修繕費
まで負担が増えていくのではないか。
・宇城は県央地域の利便性を活かしていない。松橋町小川町の都市部と山間部と海岸部との地域差、利便性が大きすぎる。この小さな市でも格
差があると思う。
人口減少を踏まえ行政のスリム化、職員一人一人の個性能力の発揮と責任感が必要。行政がリーダーとなり市民に呼びかけ一体となり未来のた
めにリーダーがどうしたいのかを発信する。

観光物産
・若い方に選ばれるような、魅力的な町になってほしい。観光スポットがあれば、他から宇城市に人が訪れてくれるので、お店なども増えて町
に活気がでるのではないでしょうか？

移住定住
・熊本市内へも30分くらいで行けるので、熊本市のベッドタウンとして宣伝し、人口が増えたら良いと思う。
・子育てしやすい(高校生まで)支援を充実していけば、移住者が増えて明るい町づくりに繋がると思います。

雇用

・地元で働きたいので30代以上も雇用の推進をお願いしたい。よそでできないことをやるという英断を。地元の人間で盛り上げていくという姿
勢が必要かと。
・企業誘致を頑張ってほしい。仕事を見つけようとしても企業が少ないため求人数が少ない。またコロナをきっかけに飲食店など減ってしまい
活気がなくなってきているように感じる。

男女共同参画 ・人権が尊重され、多様な価値観を受け入れられる様、子ども達を教育して欲しいです。

交流
・自宅の周りに新しい家が建ち、知らない人が増えてます。元々、田舎で近所付き合いはあったのですが、最近では都市のようにお付き合いも
なく、誰が誰なのやらわからないような感じです。このように都市化が進んでいきますが、新しい人達も私達も安心して住めるようになればと
思います。

文化スポーツ
・スポーツ環境を整える必要がある。また、その中でも技術向上や勝負にこだわるチームと楽しくするチームの差別化をするべきだと思う。
・不知火図書館のリニューアルはとても魅力的で、地域の自慢になる場所だと感じている。今後はさらに、地域の歴史や文化をさまざまな機関
と連携して発信し続け、宇城市の魅力を高めてほしい。

デジタル化
・インターネット，キャッシュレス・・・何でもかんでもネット、ネット・・・。操作が苦手な私世代はついて行けない世の中と痛感します。
ネットで手続きをすると特典有り…と表記されていても、操作事体を出来ない身としては、得した気分や利便性を感じた事がありません。こんな
我々でも生活出来る余地を残して欲しい。

その他
・宇城市は比較的色々な制度や支援が充実している方だとは思う。情報発信が少なく気づかないのかもしれない。広報誌などはなかなか見る機
会もないのでSNSの活用など、すでにされているのかもしれないが、頑張って欲しい。
・もう少し活気があったらいいと思います。

Ⅱ 調査の結果

6．宇城市の将来について（自由意見）
＜主な内容＞
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